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要旨 :近年QOLが重視されるようになってきている｡MOSshortform36healthsurvey
(以下SF-36と略す)は,国際的レベルでの基準とされるべく開発された非疾患特異的HRQO
L尺度である.今回,我々は当院でリハビリテーションをうけているOA患者を対象に温泉療
法の効果をSF-36を用いてQOLの変化を調べたoSF-36の8項目をそれぞれ算出し,温泉療法
前後でのQOLの比較を行った｡pCSは36.4から37.1へ,MCSは53.0から55.4へ上昇したこと
より,身体 ･健東面ともに効果があると考えられた｡
検索用語 :SF-36,生活の賞,関節症
Keywords:SF-36,QualityofLife,Osteoarthritis
日 的
温泉療法は最も古くから行われてきた物理療法
であるが,学問的に検討が加えられたのは比較的
近年のことである｡温泉療法の作用として温熱作
用,静水圧作用,精神をリラックスさせる作用な
どが挙げられるが,QOLが重視されるようになっ
てきている現代社会において温泉療法がどのよう
に患者のQOLに影響を及ぼすかを検討した｡今
回,我々は当院で温泉療法をうけている骨関節症
患者を対象にQOI一評価を行った｡
対 象
当院入院患者11名に同意を得て行った｡性別は
男性5名,女性6名であった｡平均年齢70.8歳
(55-85歳)であった｡対象疾患はRA2名,OA
5名,腰痛症5名,脳梗塞1名であった｡平均治
療期間は43.4日 (19-56日)であった (表1)0
表1. 対 象
性別 男性5名 女性6名
平均年齢 70.8歳 (55-85歳)
疾患 RAZ名 OA5名 腰痛症5名
勝梗塞1名
平均治療期間 43.4日 (19-56日)
QOL尺度としてはSF-36を用いた｡以上の11名に
SF-36を用いてQOL調査を行った｡
結 果
SF-36の8項目をそれぞれ算出した｡下位尺度
素点を計算し,0点から100点までの範囲の下位尺
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度得点に変換した｡身休機能は55.5から62.2へ,
日常役割横能 (身休)は17.5から33.3へ,身体の
痛みは36.2から41へ,全体的健康感は55.6から58.
4へ,活力は50.2から59.8へ,社会生活機能は66.3
から72.2へ,日常役割機能(精神)は30から48.1へ
心の健康は60.8から69.9へと,すべての項目にお
いて上昇が認められた (図1)｡
-･〇一一前
や .-a
??
pF RP BP GH VT SF RE MH
図1.温泉療法前後のQOL
また,8つの下位尺度は,身体的健康を表すサ
マリースコア (PCS)および精神的健康を表すサ
マリースコア (MCS)の2つの因子にまとめ上
げることができる｡PCSにおいて非常に低いスコ
アは,自身へのケア,身体機能,社会機能に対し
て大きな制限をもっている,もしくは身休に強い
痛み,倦怠を伴っているような状態を表している｡
MCSにおいて非常に低いスコアは頻回にわたる
心理的な疲弊,心理的な問題による社会機能や役
割機能の不全が著しい状態を表している｡
今回の調査では50を基準値とするとPCSは平均
36.4から37.1へ上昇し,MCSは平均53.0から55.
4へ上昇した (表2)0
表2.温泉療法前後のQOL
療法前 療法後
PCS(身体的健康度) 36.4 37.1
MCS(精神的健康度) 53.0 55.4
考 察
ConstantFらは憎性腰痛患者128人に温泉療法
を行い,QOLが身体精神面において著明に改善
したと報告している｡岡本らは腰痛症患者12名を
対象に温泉療法の臨床効果について検討を行い,
治療前後で有意の改善がみられたとしている｡
温泉療法の作用として温熱作用,物理作用,化
学的作用,精神をリラックスさせる作用などが挙
げられる｡また,当院では鉱泥湿布という人形峠
から採取した鉱泥を高温であたため,湿布状にし
て患部に当てるという療法も行っておりこれらの
作用が骨関節症患者のQOLにどのような効果を
もたらすか評価を行った｡今回の検討では,SF-
36のすべての項目において温泉療法後に上昇が認
められた｡PCSは36.4から37.1へ,MCSは53.0
から55.4へ上昇したことより,温泉療法は身体 ･
精神両面への効果があると考えられる｡今後,疾
患別に効果の検討を行っていきたい｡
ま と め
1.温泉療法をうけた患者11名に対してSF-36を
用いてQOI一評価を行った｡
2.SF-36の8項目すべてで温泉療法後に上昇が
みられた｡
3.PCSは36.4-37.1へ,MCSは53.0-55.4へ
上昇したことより,身体 ･健康面ともに効果が
あると考えられた｡
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We have recently regarded the QOL as an im-
portant index in the treatment of disease. SF-36
is a measure of HRQOL made as an interna-
tional standard. We investigated the QOL in OA
patients who underwent rehabiritation in our
hospital using SF-36. We calculated PCS and
MCS of SF-36. PCS went up from 36.4 to 37.
I. MCS went up from 53.0 to 55.4. The spa
therapy for OA patients is effective.
